
そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市

きめ細かな除雪を推進します
◆市議会の構成、病児保育事業、市職員の給与状況、地域農業の振興　ほか

クリスマスにむけ園児がツリーの飾りつけ
〈ひばり保育園〉
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改
選
後
初
め
て
の
市
議
会
が
11
月
２

日
か
ら
４
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
２
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
正
副
議
長
選

挙
で
、
議
長
に
森
一
弘
氏
（
大
久
保
）

が
、
副
議
長
に
は
大
山
正
弘
氏
（
楯

岡
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
日
に
は
、
総
務
文
教
、
産
業
厚
生

の
各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会

の
構
成
が
決
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員

長
と
副
委
員
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
委
員
会
の
構
成
と
、
一
部

事
務
組
合
議
会
議
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

  

委
員
会
等
の
構
成
（
敬
称
略
）

各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
長
南
　
誠

副
委
員
長
　
石
澤
祐
一

委
員
　
大
山
正
弘
、
海
老
名
幸
司
、

　
　
　
茨
木
久
彌
、
中
里
芳
之
、

　
　
　
佐
藤
昌
昭
、
結
城
　
正

■
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
長
谷
川
元

副
委
員
長
　
川
田
律
子

委
員
　
森
　
一
弘
、
秋
葉
新
一
、

　
　
　
菊
池
貞
好
、
矢
口
　
正
、

　
　
　
高
橋
菜
穂
子
、
菊
池
大
二
郎

■
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
　
秋
葉
新
一

副
委
員
長
　
長
谷
川
元

委
員

　
茨
木
久
彌
、
中
里
芳
之
、

　
　
　
長
南
　
誠
、
結
城
　
正

一
部
事
務
組
合
議
会

■
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理

　
組
合
議
会
議
員

　
秋
葉
新
一
、
中
里
芳
之
、
長
南
　
誠

■
北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会
議
員

　
森
　
一
弘
、
川
田
律
子
、

　
長
谷
川
元
、
高
橋
菜
穂
子

■
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

　
海
老
名
幸
司
、
菊
池
貞
好
、

　
石
澤
祐
一

■
河
北
町
ほ
か
２
市
広
域
斎
場
事
務
組

　
合
議
会
議
員

　
茨
木
久
彌
、
結
城
　
正
、

　
菊
池
大
二
郎

 

委

  
市
議
会
臨
時
会
で
可
決
さ
れ
た  

  
主
な
内
容
（
敬
称
略
）

■
選
挙
管
理
委
員
・
補
充
員
の
選
挙

　
選
挙
管
理
委
員
と
補
充
員
に
次
の
み

な
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

  
市

  
主

委
　
員
　

　
佐
藤
　
毅
（
楯
岡
）

　
大
場
ひ
ろ
み
（
楯
岡
）

　
溝
邊
令
子
（
大
久
保
）

　
松
田
　
裕
（
戸
沢
）

補
充
員
　

　
里
村
　
学
（
楯
岡
）

　
板
垣
嗣
則
（
西
郷
）

　
筧
　
祥
子
（
大
高
根
）

　
八
鍬
信
子
（
楯
岡
）

■
監
査
委
員
の
選
任

　
議
員
か
ら
選
出
す
る
監
査
委
員
に
、

佐
藤
昌
昭
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
高
橋
い
づ
み
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
須
藤
幸
代
氏
（
西
郷
）
が
教
育
委

員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
／
議
会
事
務
局

　
　
☎
内
線
311

議
長
に
森
一
弘
氏
、
副
議
長
に
大
山
正
弘
氏

新
た
な
市
議
会
が
ス
タ
ー
ト

特
集
　
市
議
会
の
構
成
決
ま
る
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特集　市議会の構成決まる

特
集
　
市
議
会
の
構
成
決
ま
る

議
員
の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
（
議
席
順
・
敬
称
略
）

きくち　だいじろう
菊池  大二郎（33歳）
楯岡・当初

たかはし　なほこ
高橋  菜穂子（34歳）
戸沢・当初

いしざわ　ゆういち
石澤　祐一（61歳）
大高根・当初

ゆうき　ただし
結城　　正（65歳）
西郷・当初

あきば　しんいち

秋葉　新一（64歳）
袖崎・当5

ちょうなん　まこと
長南　　誠（70歳）
大倉・当4

もり　かずひろ

森　　一弘（60歳）
大久保・当5

はせがわ　げん
長谷川　元（42歳）
楯岡・当3

きくち　さだよし
菊池　貞好（61歳）
楯岡・当2

やぐち　ただし
矢口　　正（83歳）
楯岡・当初

なかざと　よしゆき

中里　芳之（48歳）
戸沢・当5

かわた　りつこ

川田　律子（62歳）
西郷・当4

さとう　まさあき

佐藤　昌昭（58歳）
冨本・当4

おおやま　まさひろ

大山　正弘（61歳）
楯岡・当5

えびな　こうじ

海老名  幸司（67歳）
冨本・当8

いばらき　きゅうや

茨木　久彌（76歳）
戸沢・当6
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今
年
の
冬
も
暮
ら
し
や
す
く

き
め
細
か
な
除
雪
を
推
進

　
除
雪
作
業
は
冬
期
間
の
交
通
を
確
保

す
る
重
要
な
も
の
で
す
。
車
道
積
雪
10

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
を
目
安
に
作
業

を
開
始
し
ま
す
。
午
前
７
時
ま
で
に
完

了
す
る
計
画
で
す
が
、
降
雪
状
況
に

よ
っ
て
は
目
標
時
間
ま
で
作
業
が
終
わ

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
暮
ら
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
可
能
な
限
り
住
宅

な
ど
の
間
口
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
な

除
雪
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
通
行
に
支
障
の
な
い
よ
う
車
道
幅
員

　
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
住
宅
な
ど
の
間
口
に
配
慮
し
、
雪
の
塊

を
残
さ
な
い
除
雪
を
目
標
と
し
ま
す
。

■
日
中
除
雪
を
強
化
し
、
圧
雪
時
の
路

　
面
整
正
や
拡
幅
調
整
（
幅
出
し
）
作

　
業
を
積
極
的
に
お
こ
な
い
ま
す
。

問
合
せ
／
建
設
課
維
持
係  

☎
内
線
236

  

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

▼
雪
押
し
場
の
確
保
に
ご
協
力
を

　
冬
期
間
に
使
用
し
て
い
な
い
空
き
地

や
農
地
な
ど
を
道
路
除
雪
の
雪
押
し
場

と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
き
め
細
か
な
除
雪
の
実
施
に
は
、

さ
ら
に
多
く
の
雪
押
し
場
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
雪
押
し
場
の
確
保
に
こ
れ
ま

で
以
上
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
深
夜
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　
忙
し
い
朝
の
交
通
や
歩
行
者
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
真
夜
中
か
ら
の
作

業
が
多
く
な
り
ま
す
。
除
雪
車
の
エ
ン

ジ
ン
音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
除
雪
車
に
は
近
寄
ら
な
い
で

　
除
雪
車
か
ら
の
視
界
は
非
常
に
狭

く
、
特
に
後
方
は
大
変
見
づ
ら
く
な
っ

て
い
ま
す
。
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す

の
で
、
人
も
車
も
絶
対
に
近
寄
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
子
ど
も
の
飛
び
出
し
が
危
な
い

　
そ
り
遊
び
や
ミ
ニ
ス
キ
ー
な
ど
の
楽

し
い
遊
び
も
、
道
路
へ
飛
び
出
し
て
は

大
事
故
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
道
路

付
近
の
雪
山
で
は
絶
対
遊
ば
な
い
・
遊

ば
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
路
上
駐
車
は
除
雪
の
大
敵

　
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
最
大
の
障

害
。
一
台
で
も
放
置
車
が
あ
る
と
、
除

雪
車
が
入
れ
ず
除
雪
で
き
ま
せ
ん
。

「
路
上
駐
車
は
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」

を
合
言
葉
に
、
市
民
全
員
が
迷
惑
す
る

路
上
駐
車
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
路
上
の
障
害
物
は
撤
去
を

　
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
道

路
へ
せ
り
出
し
た
庭
木
や
生
垣
は
せ
ん

定
、
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自

宅
前
の
路
上
や
車
庫
出
入
口
に
置
い
て

あ
る
台
や
看
板
用
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
も
片

づ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

　
各
家
庭
で
お
こ
な
う
雪
片
付
け
や
屋

根
の
雪
お
ろ
し
の
際
に
道
路
へ
雪
を
出

す
と
、
交
通
障
害
の
原
因
と
な
り
危
険

で
す
。
ま
た
、
道
路
除
雪
の
妨
げ
に
も

な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
良
識
あ
る
行

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
水
路
・
河
川
へ
の
雪
捨
て
は
危
険

　
水
路
や
河
川
へ
の
雪
捨
て
は
、
雪
が

詰
ま
り
、
増
水
、
洪
水
を
起
こ
す
原
因

と
な
り
ま
す
。
水
路
・
河
川
へ
の
雪
捨

て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
10
月
21
日
、
市
は
村
山
道
路
維

持
協
同
組
合
（
松
田
諒
一
代
表
理

事
）
と
「
災
害
時
等
に
お
け
る
除

雪
等
業
務
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
積
雪
期

に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
復
旧
活
動
に
必
要
な
除
雪
作

業
を
円
滑
に
お
こ
な
う
こ
と
を
目

的
に
し
た
も
の
で
す
。

特
集
　
き
め
細
か
な
除
雪
を
推
進
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最上川最上川

碁点交差点碁点交差点

入口入口
市民
体育館
市民
体育館

雪捨て場雪捨て場

金谷交差点金谷交差点

入口入口

金谷
運動公園
金谷
運動公園

雪
捨
て
場

雪
捨
て
場

国道13号

国道13号

環境科学
研究センター
環境科学
研究センター

父母
慈恩寺
父母
慈恩寺

雪
捨
て
場

雪
捨
て
場

北
庁
舎

北
庁
舎

大
沢
川

大
沢
川

入口入口

特集　きめ細かな除雪を推進

特
集　

き
め
細
か
な
除
雪
を
推
進

■市農道除雪事業
　冬期間、樹園地の枝折れや雨よけハウス倒壊な
どの雪による被害を未然に防止するため、果樹園
などに行くための農道の除雪・圧雪にかかる経費
に対し、費用の一部補助をおこないます。
対象者　3名以上の受益農業者で構成する団体
補助対象事業
①除雪機械を賃借または農機具につけるアタッチ
メントを購入して運営する農道除雪・圧雪事業
※購入の場合は事前にご相談ください。
②市指定除雪業者や構成員の農業者等に委託して
おこなう農道除雪・圧雪事業

対象回数　同一路線につき必要と認められる回数
補助金の額　補助対象経費の10分の7以内
申請方法
申請書などは農林課と各地域市民センターに準備
しています。記入後、農林課または各地域市民セ
ンターに提出してください。該当する路線につい
ては、後日、通知します。
その他
新規路線に取組む場合は事前にご相談ください。
問農林課農業振興係  ☎内線252

■高齢者世帯へ除雪費を支給します
　平成27年度市民税が非課税の世帯で、次に該当
する方が、業者に住居の雪下ろしや通路の除雪作
業を頼んだ場合、その費用の一部を支給します。
対象世帯　①65歳以上の方のみの世帯
　　　　　②65歳未満の重度障がい者と同居する
　　　　　　65歳以上の世帯
※自力で除雪できる方や生活保護世帯を除きます。
期間　12月～平成28年3月
支給限度額　30,000円
　福祉課地域福祉係  ☎内線141

■小型除雪機を貸し出します
　市道・生活道などの除排雪を市民のみなさんが
自らおこなう場合、小型除雪機を貸し出していま
す。

■除排雪作業に報奨金を交付します
　地域ぐるみで一斉におこなう排雪作業や、生活
道における日常的な除排雪作業に報奨金を交付し
ています。
　建設課維持係  ☎内線236

除雪に関する要望・苦情等は除雪に関する要望・苦情等は
■市道・県道は地区の代表者へ
　すばやく的確な対応をおこなうため、要望や苦
情などは、各地区の代表者のみなさんが取りまと
めて市役所に連絡することになっています。

■国道は国土交通省へ
　☎(23)2521　Fax(23)2523
国道13号に関する要望等は尾花沢国道維持出張
所へご連絡ください。

　 市内の雪捨て場　　　 市内の雪捨て場　　排雪時間〈午前8時30分～午後5時〉排雪時間〈午前8時30分～午後5時〉

○周辺住宅の環境に配
　慮し、夜間と早朝の
　雪捨てを禁止します。
○必ず時間を守り、安
　全に奥から順に捨て
　てください。
○雪以外のものは絶対
　に捨てないでくださ
　い。

碁点イベント広場 金谷運動広場駐車場 楯岡向原雪捨て場

問

問

問

楯岡笛田地区に楯岡笛田地区に
新雪捨て場が誕生新雪捨て場が誕生
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特
集
　
病
児
保
育
事
業

利
用
時
間
と
料
金
は
？

　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
祝
・
休
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
預
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
日
預
け
る
場
合
は
、

お
弁
当
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

利
用
料
　
日
額
　
２
、
０
０
０
円

　
　
　
　
半
日
額
　
１
、
０
０
０
円

※
半
日
の
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
１
時
、
午
後
１
時
か
ら
５
時
30

分
で
す
。

利
用
す
る
に
は
？

　
利
用
す
る
に
は
ベ
テ
ス
ダ
キ
ッ
ズ
へ

の
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
利
用
中
の

お
子
さ
ん
の
体
調
の
変
化
に
羽
根
田
医

院
で
対
応
す
る
た
め
カ
ル
テ
を
作
成
し

ま
す
。
事
前
登
録
の
際
に
一
度
受
診
を

お
願
い
し
ま
す
。
登
録
料
は
無
料
で

す
。

　
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当
日
で
も
利

用
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
病
状
に

よ
っ
て
は
お
預
か
り
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

　
小
さ
い
お
子
さ
ん
は
、
い
つ
具
合
が

悪
く
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
寒
く

な
っ
て
く
る
時
期
に
備
え
て
、
事
前
登

録
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
新
し
い
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
「
む
ら
や
ま
子
育
ち

あ
い
あ
る
プ
ラ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
以
前
か
ら
ニ
ー
ズ
が
多
か
っ
た

病
児
保
育
な
ど
、
市
民
の
声
を
受
け
て

新
た
な
取
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
病
児
保
育
施
設
の
設
置
は
、
近
隣
の

市
町
で
は
初
、
県
内
で
５
か
所
目
で

す
。

   

病
児
保
育
ベ
テ
ス
ダ
キ
ッ
ズ

　
運
営
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
ベ
テ
ス
ダ
（
羽
根
田
敏
理
事
長
）

　
住
所
　
湯
野
沢
１
９
２
２
‐
２

（
羽
根
田
医
院
隣
ベ
テ
ス
ダ
の
家
内
）

　
■
問
合
せ
／
特
定
非
営
利
活
動

　
法
人
ベ
テ
ス
ダ
　
☎

（54）
３
５
９
１

子
ど
も
が
急
病
、
で
も
仕
事
を
休
め
な
い
…
そ
ん
な
と
き
は

病
児
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ど
ん
な
と
き
に
預
か
っ
て

も
ら
え
る
の
？

　
病
児
保
育
は
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど

の
都
合
で
看
護
で
き
な
い
（
休
め
な

い
）
場
合
で
、
か
か
り
つ
け
医
を
受
診

し
、
病
児
保
育
施
設
に
預
け
る
こ
と
が

可
能
と
判
断
さ
れ
た
と
き
に
預
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
病
児
保
育
室
は
個
室
で
、
看
護
・
保

育
を
す
る
の
は
看
護
師
と
保
育
士
で

す
。

利
用
児
童
は
何
歳
ま
で
？

定
員
は
何
人
？

　
原
則
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま

た
は
保
護
者
が
市
内
に
お
勤
め
の
方

で
、
生
後
６
か
月
程
度
か
ら
小
学
校
６

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
利
用
で
き
ま

す
。
定
員
は
２
人
で
す
。

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
子
育
て
推
進
係
　
☎
内
線
163

ベテスダキッズの病児保育室

特集　病児保育事業
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特集　児童クラブ会員募集・結婚支援事業

特
集
　
児
童
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
・
結
婚
支
援
事
業

　
市
内
共
通
の
保
育
時
間
や
減
免
制

度
に
つ
い
て
は
、
市
報
11
月
1
日
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
楯
岡
・
戸
沢

の
募
集
は
市
報
11
月
1
日
号
で
掲
載
済

み
、
袖
崎
・
大
高
根
の
募
集
は
1
月
1

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
詳
細
は
各
ク
ラ

ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
登
録
料
は
年
額
３
、
０
０
０
円
で
す
。

■
コ
ス
モ
ス
き
っ
ず
ク
ラ
ブ

対
象
　
西
郷
小
学
校
児
童

開
設
場
所
　
西
郷
小
学
校
体
育
館
２
階

保
育
料
　

・
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
６
、
０
０
０
円
〜
９
、
０
０
０
円

・
随
時
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
１
、
０
０
０
円
〜
１
、
５
０
０
円

募
集
期
間
　
12
月
25
日
（金）
ま
で

申
込
み
／
コ
ス
モ
ス
き
っ
ず
ク
ラ
ブ

☎
（55）
９
３
４
８（
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

■
Ｇ
ｏ
Ｇ
ｏ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象
　
大
久
保
小
学
校
児
童

開
設
場
所
　
大
久
保
小
学
校
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
１

保
育
料
　

・
毎
日
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
６
、
０
０
０
円
〜
９
、
０
０
０
円

・
時
々
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
１
、
０
０
０
円
〜
１
、
５
０
０
円

募
集
期
間
　
12
月
25
日
（金）
ま
で

申
込
み
／
Ｇ
ｏ
Ｇ
ｏ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

☎
（54）
３
３
９
０（
午
後
１
時
〜
午
後
６
時
）

■
は
や
丸
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象
　
冨
本
小
学
校
児
童

開
設
場
所

　
冨
本
小
学
校
体
育
館
多
目
的
室

保
育
料
　

・
毎
日
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
６
、
０
０
０
円
〜
９
、
０
０
０
円

・
時
々
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
１
、
０
０
０
円
〜
１
、
５
０
０
円

募
集
期
間
　
12
月
16
日
（水）
〜
平
成
28
年

１
月
15
日
（金）

申
込
み
／
は
や
丸
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

☎
（54）
２
９
５
０（
午
後
１
時
〜
午
後
６
時
）

縁
結
び
成
功
率
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
職
場
や
地
域
に
お
い
て
、
独
身
男
女

の
縁
結
び
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
方

や
、
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
を
対
象
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
活
動
の
悩
み
を

共
有
し
、
縁
結
び
を
成
功
に
導
く
た
め

の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
す
。

期
日
　
12
月
20
日
（日）

時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
師
　
佐
藤
律
子
氏
（
㈱
ア
ー
ト
セ
レ

モ
ニ
ー
代
表
取
締
役
社
長
）

定
員
　
10
名
程
度

申
込
期
限
　
12
月
14
日
（月）

申
込
み
／

子
育
て
支
援
課
子
育
て
推
進
係
☎
内
線
163

村
山
広
域
婚
活
事
業

キ
ャ
ン
ド
ル
婚
恋
灯（
こ
い
あ
か
り
）

　
月
山
和
紙
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
体
験

の
後
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を

お
こ
な
い
ま
す
。

期
日
　
12
月
19
日
（土） 

会
場
　
山
菜
料
理
出
羽
屋
（
西
川
町
）

集
合
時
間
・
場
所
　

女
性
は
午
前
９
時
に
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
西
口

男
性
は
午
前
９
時
30
分
に
出
羽
屋

※
当
日
、
男
女
と
も
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
す
。
時
間
厳
守

で
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

終
了
時
間
　
午
後
4
時

定
員
　
男
女
各
12
名
（
定
員
を
上
回
る

場
合
は
抽
選
）

対
象
　
25
歳
か
ら
49
歳
の
独
身
男
女

（
男
性
は
村
山
地
域
在
住
の
方
優
先
）

参
加
費
　
男
性
　
５
、
０
０
０
円

　
　
　
　
女
性
　
３
、
５
０
０
円

（
女
性
2
人
以
上
で
申
込
み
の
場
合
、

５
０
０
円
割
引
）

申
込
期
限
　
12
月
７
日
（月）
　
正
午 

申
込
み
／

Ｎ
Ｐ
Ｏ
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
や
ま
が
た

☎
０
８
０（
８
２
１
５
）７
７
４
５

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
会
員
の
募
集

西
郷
、
大
久
保
、
冨
本
小
学
校
区

結
婚
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す

縁
結
び
活
動
セ
ミ
ナ
ー
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
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特
集
　
市
職
員
の
給
与
状
況

市職員の給与の状況をお知らせします
　市職員の給与や職員数など人事行政の運営等についての公表は、地方公務員法に基づき市の条例で定めら
れています。市では「村山市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」を平成18年3月に制定、施行し
ました。この条例に基づき、市民のみなさんに市職員の給与や職員数などについてお知らせすることで、よ
り分かりやすく開かれた行政にしていきます。

　 総務課職員係　☎内線215　より詳しい内容についてはホームページでご覧になれます。
　　　　　　　　　　　　　　　http://www.city.murayama.lg.jp

平成26年度普通会計決算

人口(平成26年度末) 25,815人

歳出額(Ａ) 122億4066万3千円
人件費(Ｂ) 23億9554万5千円
人件費率(Ｂ／Ａ) 19.6％

※人件費、特別職(市長、副市長、議会の議員等)
に支給される給料、報酬等を含みます。
※人口は住民基本台帳を参考

▶人件費の状況

平成26年度普通会計決算
職員数(Ａ) 271人

給
与
費

給料 10億2715万8千円

職員手当 1億5666万7千円
期末勤勉手当 3億7047万2千円
合計(Ｂ) 15億5429万7千円

1人当たり給与費(Ｂ/Ａ) 573万5千円

※特別職と国保・下水道・介護特別会計、水道企
　業会計から給与が支払われる職員を除きます。
※職員手当は退職手当を含みません。

▶職員給与費の状況

区分 23
年度

24
年度

25
年度

26
年度

27
年度

職員数
(4月1日現在) 320人 313人 311人 305人 297人

採用者
(4月1日現在) 10人 10人 9人 8人 7人

退職者
(前年度末) 12人 17人 11人 14人 15人

※市長、副市長および議会の議員を除きます。

▶職員数の状況

平成27年4月1日現在
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.8歳 328,800円 416,400円

技能労務職 47.4歳 302,500円 348,500円

※平均給与月額は平均給料月額に職員手当の額を
加えたものです。

▶職員の平均給料・給与の月額および平均年齢

平成27年4月1日現在
区分 自己都合 勧奨・定年

支
給
率

勤続20年 20.455月 25.55625月
勤続25年 29.145月 34.5825月
勤続35年 41.325月 49.59月
最高限度額 49.59月 49.59月

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
(2～20％加算)

1人当たりの平均支給額 21,590千円

▶職員の退職手当

平成27年4月1日現在

区分
期末手当 勤勉手当

市 国 市 国
6月期 1.225月分 1.225月分 0.625月分 0.75月分
12月期 1.475月分 1.375月分 0.625月分 0.75月分

計 2.7月分 2.6月分 1.25月分 1.5月分

▶職員の期末・勤勉手当

(平成27年度)
区分 報酬月額等

報酬
議　長　　　　　　　 435,000円

副議長　　　　　　　 385,000円
議　員　　　　　　　 360,000円

期末手当

６月期　　　　基礎額の1.425月分　   
12月期　　　  基礎額の1.575月分　　  

　計　　　　　　　　     3.00月分

▶市議会議員の報酬等

(平成27年度)
区分 給料月額等

給料
市　長　　　460,000(920,000)円

副市長　　　552,000(690,000)円

期末手当
6月期　　　　基礎額の1.325月分
12月期　　　 基礎額の1.525月分
　計　 2.85月分

※基礎額は減額前の給料(報酬)に40％加算した額
※市長は50％、副市長は20％減額した給料です。

▶市長・副市長の給料等

特集　市職員の給与状況

問
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特集　地域農業の振興

村
山
市
農
業
委
員
会
が
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞

地
域
農
業
振
興
の
た
め
の
取
組
み

特
集
　
地
域
農
業
の
振
興

　
村
山
市
農
業
委
員
会
は
、
地
域
農
業

の
振
興
を
進
め
る
た
め
の
画
期
的
な
ア

イ
デ
ア
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
農
林

水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
。
10
月
30
日
の

県
農
業
委
員
大
会
で
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
に
至
っ
た
こ
れ
ま
で
の
農
業
委

員
会
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
解
消
事
業

■
農
地
へ
再
生

　
耕
作
放
棄
地
は
害
虫
の
温
床
に
な
り
、

周
辺
の
農
作
物
に
も
被
害
を
及
ぼ
し
ま

す
。
増
加
傾
向
に
あ
る
耕
作
放
棄
地
を

解
消
す
る
た
め
、
平
成
25
年
に
農
業
委

員
自
ら
が
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
大
槇
地

区
に
あ
る
13
ア
ー
ル
を
整
地
し
、
優
良

な
農
地
に
再
生
し
ま
し
た
。

■
農
業
体
験
と
食
育

　
こ
の
整
地
し
た
農
地
で
毎
年
野
菜
を

栽
培
し
、
農
業
体
験
や
食
育
事
業
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
、
戸
沢
保
育
園
の
園
児
が
収
穫

し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
自
分
た
ち
で
切
っ

て
、
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
農
業
委
員

に
よ
る
紙
芝
居
も
実
施
。
園
児
と
ふ
れ

あ
い
な
が
ら
農
業
の
大
切
さ
を
伝
え
ま

し
た
。
ま
た
、
友
好
都
市
の
東
京
都
台

東
区
の
少
年
野
球
交
流
訪
問
団
も
収
穫

体
験
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

雪
害
へ
の
対
策

　
豪
雪
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

農
機
具
な
ど
を
使
用
し
、
農
家
が
共
同

で
農
地
へ
の
道
の
降
雪
を
圧
雪
す
る
仕

組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
雪
に
よ
る
果

樹
被
害
は
離
農
者
や
耕
作
放
棄
地
の
増

加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ

り
、
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
被
害
は
激
減
し
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
農
家
な
ど
の
離
農
者
も
減

少
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
取
組
み

　
農
業
委
員
会
で
は
平
成
26
年
度
か
ら

「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
農
業
経
営

規
模
の
縮
小
や
離
農
を
考
え
て
い
る
方

の
農
地
を
、
経
営
規
模
の
拡
大
や
農
地

集
約
に
よ
る
作
業
効
率
化
を
考
え
て
い

る
方
に
貸
付
す
る
事
業
で
す
。
農
業
委

員
会
は
、
こ
の
事
業
の
ほ
か
、
1.5
次
産

業
化
と
し
て
農
産
物
自
体
の
価
値
を
高

め
る
「
付
加
価
値
の
農
業
」
推
進
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
農
林
水
産
大
臣
表
彰
個
人
受
賞

　
　
地
域
農
業
の
発
展
と
振
興
に
尽

　
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
農

　
業
委
員
会
の
須
藤
義
和
会
長（
西
郷
）

　
が
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

　
れ
ま
し
た
。

須藤義和会長（左）と笹原茂規
会長職務代理（右）

こ
れ

雪
害

耕
作

問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
内
線
261
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表
彰
者
紹
介

■入選
・洋画
嘉規　雅之（楯岡）
原田　一裕（楯岡）
・書
佐藤　　勝（楯岡）
工藤　聖泉（大倉）
笹原美智子（戸沢）

■村山市長賞
安達　鈴音（袖崎小6年）

松木　優典（楯岡中1年）

■村山市議会議長賞
高橋　璃帆（富並小4年）
中山　桜希（楯岡中1年）

表彰者のみなさんをご紹介します｡
受賞、おめでとうございます!

第45回村山市こども美術展

改組新第2回日展

※敬称略

市納税標語コンクール

　納税意識を深めるため、小学生
と中学生に対し隔年ごとに納税標
語を募集しています。今年は中学
生から募集しました。入選以上の
入賞者は次のとおりです。
■村山市長賞
片桐　琴音（楯岡中1年）
作品　「納税で  きらめく未来へ
　　　　バトンパス」
■村山市議会議長賞
井上　稚菜（葉山中1年）
■村山市副市長賞
今　　立樹（葉山中3年）
■村山市教育委員会教育長賞
齊藤　詩織（楯岡中2年）
■入選
結城　宏斗（楯岡中1年）
末永　愛乃（楯岡中1年）
高梨　堅太（楯岡中1年）
齋藤　咲季（葉山中1年）
鈴木香菜子（楯岡中2年）
外塚　泰智（葉山中2年）
阿部　虹凪（楯岡中3年）
高橋　　華（楯岡中3年）
茨木　大知（葉山中3年）
仲嶋　瑞稀（葉山中3年）

秋の叙勲

　昭和41年から
33年間、消防団
員として積極的に
職務を執行され、
分団長として的確
な指揮統率で災害
鎮圧に貢献されま
した。また、自主
防災組織の強化と
団員の指導育成に
尽力されました。

瑞宝単光章

三原　勝さん
（大久保）

■村山市教育委員会賞
大江　逢登（楯岡小3年）
清水　壱晟（楯岡中2年）
■村山市小学校長会長賞
太田　優喜（西郷小3年）
■村山市中学校長会長賞
高橋　訓史（楯岡中2年）
■村山市美術連盟賞
門脇　惺加（大久保小2年）
加賀　美里（楯岡中2年）
■村山ロータリークラブ会長賞
須藤　麻央（西郷小2年）
板垣　里歩（楯岡中1年）
■村山ライオンズクラブ会長賞
佐藤　真心（大久保小1年）
田中ひかり（楯岡中3年）
■村山青年会議所理事長賞
高橋　望愛（楯岡小5年）
齊藤　璃花（楯岡中3年）
■村山市商工会長賞
作田　　怜（戸沢小6年）
三浦　真輝（楯岡中1年）
■山形新聞・山形放送賞
海老名南生（冨本小6年）
黒沼　秋菜（葉山中3年）
■ぺんてる賞
下山　理久（楯岡小1年）
葉山　未來（西郷小1年）
高橋　　芽（戸沢小1年）
菊地　萌来（楯岡小2年）
大沼　有吾（冨本小2年）
高橋　美由（戸沢小2年）
細谷　もも（戸沢小3年）
阿部　秀平（富並小3年）
瀬古　真誓（冨本小4年）
瀬尾　夏凜（楯岡小5年）
矢作　優育（西郷小5年）
阿部　一馬（富並小5年）
布川　恵奈（楯岡中1年）
末永　愛乃（楯岡中1年）
片桐　琴音（楯岡中1年）
高橋　　杏（葉山中1年）
佐藤　幸香（楯岡中2年）
高橋　陽奈（楯岡中2年）

稲村里佳子（葉山中2年）
大川亜友子（楯岡中3年）
結城　夢華（楯岡中3年）

■第45回村山市こども美術展
　市内全小中学校から出品された
作品を展示します。入場無料。
期間　12月4日(金)～24日(木)
時間　午前9時～午後6時
　　　※最終日は正午まで
会場　甑葉プラザ1階ロビー
問生涯学習課  ☎内線332
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表
彰
者
紹
介
・
生
活
福
祉
情
報
・
国
民
年
金
情
報

※敬称略

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
・
短
期
入
所
な
ど
）
や
障
が
い
児

通
所
支
援
（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）
を
利
用
す
る
際
は
、
指
定
を
受

け
た
事
業
所
か
ら
、
事
前
に
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
を
作
成
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
は
次
の
事
業
所

が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

指
定
事
業
所　

市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
支
援
事
業
所

所
在
地　

楯
岡
笛
田
四
丁
目
５
番
１
号

☎
（47）
８
６
９
５

※
村
山
総
合
支
庁
北
庁
舎
隣
総
合
福
祉

支
援
セ
ン
タ
ー
内
（
旧
村
山
保
健
所
）

　

老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
受
給
す
る
た

め
に
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
険

料
の
未
納
が
あ
る
と
、
年
金
額
の
減
少

や
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
万
が
一
の
と
き
に
、

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

と
き
も
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら

れ
る
納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
口

座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
め
忘
れ
が

な
く
便
利
で
す
。
な
お
、
経
済
的
な
理

由
で
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
定
例
年
金
相
談

　

寒
河
江
年
金
事
務
所
へ
ご
希
望
の
時

間
を
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日　

12
月
11
日
（金）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場　

市
商
工
会
館

■
問
合
せ
先
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７

（84）
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係  

☎
内
線
112

生
活
福
祉
情
報

国
民
年
金
情
報

■30回
安達　正敏（楯岡）
奥山　澄男（楯岡）
中村　直子（楯岡）
小野　紗織（西郷）
上田　健業（大倉）
青柳　光男（戸沢）　

献血功労者

■200回
菅井やす子（楯岡）
■100回
安藤　善宏（大久保）
奥山　正紀（大久保）
■50回
佐々木　進（楯岡）
高梨　和幸（楯岡）

芸術文化功労者

■功労章
柴田　　秀（西郷・和太鼓）
■栄光章
瀧田　光菖（西郷・書道）
松田　律子（楯岡・書道）
樽石　良一（楯岡・写真）
■感謝状
SKIP（代表  佐藤栄一・音楽）

納
め
て
い
ま
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

利
用
を
お
考
え
の
方
へ

障
が
い
福
祉
・
障
が
い
児
通
所

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す

　

市
内
の
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
。

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

■
就
労
継
続
支
援
（
Ａ
・
Ｂ
型
）

生
産
活
動
の
場
を
提
供

・
わ
っ
し
ょ
い
！　
　

☎
（47）
８
６
９
４

・
ピ
ー
ス
楯
岡　
　
　

☎
（38）
０
１
２
１

■
就
労
移
行
支
援

就
労
に
必
要
な
訓
練
な
ど
の
支
援

・
わ
っ
し
ょ
い
！　
　

☎
（47）
８
６
９
４

・
ピ
ー
ス
第
Ⅱ
楯
岡　

☎
（38）
０
１
２
１

■
生
活
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

創
作
活
動
の
場
を
提
供

・
わ
っ
し
ょ
い
！　
　

☎
（47）
８
６
９
４

障
が
い
児
通
所
サ
ー
ビ
ス

■
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

学
齢
障
が
い
児
に
訓
練
な
ど
の
支
援

・
お
ひ
さ
ま
（
小
中
学
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
３
６
１
８

・
た
い
よ
う
（
中
学
生
・
高
校
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（47）
８
６
９
３

■
児
童
発
達
支
援

未
就
学
障
が
い
児
へ
の
支
援

・
い
ず
み　
　
　
　
　

☎
（53）
３
３
３
０

※
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
／

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

福
祉
課
生
活
福
祉
係 　
　

  

☎
内
線
146

障
が
い
児
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
福
祉
係☎

内
線
162
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ム
ラ
ラ
が
行
く
・
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

Let's Go MULALA!

ム
ラ
ラ
が
行
く
Vol.
009

　
11
月
８
日
に
楯
岡
馬
場
地
区
で
「
む
じ

な
の
む
か
さ
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
ご
存
知
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
選
ば
れ
た
未
婚
の
男
女
が
、
新
郎
新

婦
が
入
れ
替
わ
っ
た
姿
で
結
婚
式
を
挙

げ
、
た
い
ま
つ
行
列
と
と
も
に
町
内
と
楯

山
を
練
り
歩
く
伝
統
行
事
で
す
。
昨
年
、

海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
を
お
連
れ
し
た
と

こ
ろ
大
盛
況
！
こ
の
不
思
議
で
き
れ
い
で

お
も
し
ろ
い
行
事
を
伝
え
た
い
と
思
い
、

今
年
は
、
こ
め
や
か
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で

ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
参
加
し
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
方
か
ら
は
「
こ
ん
な
に
幻

想
的
な
雰
囲
気
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

「
た
い
ま
つ
の
明
か
り
だ
け
で
山
を
登

る
の
は
一
体
感
が
あ
り
、
感
激
し
た
」

「
村
山
っ
て
お
も
し
ろ
い
！
」
な
ど
の

感
想
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
当
日
の
様
子

は
、
ウ
ェ
ブ
版
む
ら
や
ま
瓦
版（http://

m
urayam

akaw
araban.tum

blr.com
 

）

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
馬
場
地
区
の
み

な
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

　
ツ
ア
ー
は
５
人
程
度
の
小
規
模
な
も
の

で
す
が
、
生
の
村
山
市
が
伝
わ
る
お
も
し

ろ
い
手
段
だ
と
思
っ
て
ま
す
。
ほ
か
の
地

区
の
行
事
に
も
ぜ
ひ
、
お
邪
魔
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Vol.
09

こ
ん
に
ち
は

小
田
嶋
優
で
す

～小田嶋優隊員の奮闘記～

ふ
る
さ
と
を
美
し
い
桜
の
里
に

　
「
最
上
川
さ
く
ら
回
廊
」
の
植
樹
式
が
11
月
７
日
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
大
久
保
）
北
側
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
最
上
川
を
中
心
に

美
し
い
桜
並
木
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
、
山
形
新
聞
、
山
形
放
送
が
平
成
８
年

に
提
唱
し
、
今
年
で
20
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
植
樹
式
の
会
場
は
、
11
年
前
に
大
久
保
地
域
元
気
な
街
づ
く
り
推
進
協
議
会

が
６
０
０
本
の
桜
を
植
え
た
「
北
山
」
の
す
ぐ
近
く
。
少
し
ず
つ
成
長
し
て
き

て
い
る
桜
の
下
で
、
毎
年
「
北
山
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
み

な
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
い
る
場
所
で
す
。
今
回
の
植
樹
で
は
、
大
久
保
小
学
校
の

児
童
や
応
募
し
た
家
族
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
20
本
の
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま

大
久
保
で
最
上
川
さ
く
ら
回
廊
植
樹
式
を
開
催

し
た
。
植
樹
し
た
比
嘉
勇
介
さ
ん
（
大
久
保

小
６
年
）
は
「
桜
が
満
開
に
な
っ
て
、
大
久

保
が
さ
ら
に
輝
い
て
ほ
し
い
で
す
」
と
願
い

を
込
め
た
感
想
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

数
年
後
に
は
、
北
山
と
一
体
と
な
っ
た
満
開

の
桜
で
、
み
な
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。

  徳内ばやしを披露

  大久保小は学年ごとに植樹

  約 400人が集まった植樹式

たいまつ行列に参加する小田嶋さん（左から 3人目）
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出
会
い
・
子
育
て
応
援
情
報

出会い＆子育て応援情報
～交流イベント・講座情報～

身長・体重測定ができる
ひだまり保健室
小学校入学前までのお子さん対象
　お子さんの成長を実感してみま
せんか。測定結果はカードにして
お渡しします。
■期日　12月3日(木)
■時間　午前10時30分～11時受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問 親子交流ひろば  ☎(53)0901

ファミサポくらぶ
▶事前にお申し込みください

　親子で一緒にクリスマスグッズ
の工作をします。
■期日　12月11日(金)
■時間　午前10時30分～正午
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問 親子交流ひろば　
　 ☎(53)0901

おしゃべりBabyママⅠ・Ⅱ
▶事前にお申し込みください

　12か月までの赤ちゃんとママ
が対象。赤ちゃんは身長・体重測
定をおこないます。遠近法を取り
入れたかわいい赤ちゃんの写真を
撮りますので、カメラやスマート
フォンをお持ちください。
■期日　12月22日(火）
■時間　午前10時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問 親子交流ひろば  ☎(53)0901

保育施設を見学できる
出前保育
保育施設など入所前の親子対象
　保育施設の園児との交流や、体
操・手遊びなどを一緒に楽しみま
しょう。工作やおやつの時間もあ
ります。保育施設の様子もご覧い
ただけます。
■期日・会場
12月22日(火)　戸沢保育園
■時間　午前9時30分～11時30分
問 子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002

おたんじょう手形
プレゼント
小学校入学前までのお子さん対象
　12月生まれのみなさん、お誕
生日おめでとうございます。誕生
月のお子さんに記念の手形をプレ
ゼントします。
■期日　12月25日(金)
■時間　午前10時30分～11時受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問 親子交流ひろば  ☎(53)0901

親子でたくさん遊ぼう
ぐんぐん広場
小学校入学前までの親子対象
　子育てや孫育てをしている方の
遊びや集いの広場です。どこの地
域の方でもお気軽におこしくださ
い。持参したお弁当を会場内で交
流しながら食べることもできます。
■期日・会場　
12月26日(土)　戸沢保育園
■時間　午前9時30分～正午
問 子育て支援センターぐんぐん
 　☎(56)2002

クリスマスカフェ
▶事前にお申し込みください

1歳以上の親子対象　定員18組
　ケーキと飲み物を準備します。
サンタさんからのプレゼントもあ
ります。
■期日　12月16日(水)
■時間　午前10時30分～正午
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■参加費　大人300円、子ども200円
■持ち物　ふた付きのカップや水筒

など、子どもの飲み物
問 親子交流ひろば  ☎(53)0901

屋内の遊び場として開放
保育施設開放日
保育施設など入所前の親子対象
　各施設独自の取り組みです。
■期日・会場・時間　
・12月15日(火) 大高根児童センター
　午前8時30分～10時30分
・12月22日(火) 西郷児童センター
　午前9時～11時
・12月22日(火) 袖崎児童センター
　午前8時30分～10時30分
問 子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002
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ま
ち
の
話
題

　市内でおこなわれた催しや市にまつわる出来事などを取
材し、市民のみなさんに楽しい話題をお伝えします。

　
市
と
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
が
主
催
し

た
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
村
山
が
11
月
3

日
、
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
本
店
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
祭
り
で
は
、
地
元
農
産

物
の
ほ
か
、
芋
煮
や
つ
や
姫
の
お
に
ぎ

り
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
も
厚
岸
町
海
産
物
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
は
大
盛
況
。
新
鮮
な
海
産
物
や
花

咲
ガ
ニ
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
て
っ
ぽ
う

汁
、
蒸
し
カ
キ
な
ど
を
求
め
、
長
い
行

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
祭
り
の
最
後
に
は
、
村
山
市
と
厚
岸

町
の
物
産
が
当
た
る
抽
選
会
も
お
こ
な

わ
れ
、
会
場
は
最
後
ま
で
多
く
の
お
客

さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

山
形
あ
づ
ま
り
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
村
山

　
県
内
各
地
の
食
・
体
験
・
ス
テ
ー
ジ

な
ど
が
一
度
に
楽
し
め
る
山
形
あ
づ
ま

り
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
が
11
月
15
日
、
甑
葉
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
形
あ
づ
ま

り
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
実
行
委
員
会
（
吉
田
創
代

表
）
が
主
催
し
、
今
年
で
3
回
目
。
地

域
単
位
か
ら
、
今
回
は
初
め
て
県
単
位

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
に
は

各
地
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
提
供
す
る
食

の
ブ
ー
ス
や
気
軽
に
も
の
づ
く
り
が
で

き
る
体
験
ブ
ー
ス
な
ど
約
30
の
ブ
ー
ス

を
設
置
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
徳
内

ば
や
し
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
大
集
合
す
る

イ
ベ
ン
ト
も
お
こ
な
わ
れ
、
終
始
た
く

さ
ん
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
11
月
8
日
、
む
ら
や
ま
次
世
代
サ

ミ
ッ
ト
が
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
中
学
生
か
ら
市

政
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
村
山

青
年
会
議
所
（
寺
西
勇
人
理
事
長
）
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
市
内
の

中
学
生
12
人
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

意
見
交
換
を
実
施
。
「
商
店
街
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
い
」
「
空
き
家
を
勉

強
場
所
に
活
用
し
た
い
」
な
ど
具
体
的

な
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
む

ら
や
ま
未
来
大
使
と
し
て
任
命
さ
れ
た

小
学
生
26
人
か
ら
も
活
動
を
と
お
し
た

意
見
が
発
表
さ
れ
、
ま
と
め
た
提
言
書

が
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

青年会議所のメンバーとともに意見交換をする中学生

たくさんのお客さんでにぎわう厚岸町のコーナー

む
ら
や
ま
次
世
代
サ
ミ
ッ
ト

スタンプを使ったオリジナル手ぬぐい作りを体験
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

Ｒ
13Ｒ

347
最
上
川

最
上
川

碁
点
橋

碁
点
橋

葉
山
中

葉
山
中

ク
ア
ハ
ウ
ス

碁
点
ク
ア
ハ
ウ
ス

碁
点

村
山
市
役
所

村
山
市
役
所

酢
豚

四
辻
飯
店

住所：大久保甲102　 電話：54-2293　 営業時間：午前11時30分～午後2時30分、午後5時～8時　定休日：月曜日

次回は、外塚さんがお薦めのいとう製菓（戸沢）を取材します。

　
大
久
保
四
辻
の
角
に
あ
る
四
辻
飯
店

は
、
昭
和
42
年
開
業
の
中
華
料
理
店
で

す
。
外
塚
邦
夫
さ
ん
（
大
久
保
）
が
妻

左
代
子
さ
ん
と
始
め
、
平
成
7
年
か
ら

は
息
子
の
邦
義
さ
ん
と
3
人
で
経
営
し

て
い
ま
す
。

　
「
酢
豚
」
は
四
辻
飯
店
開
業
時
か
ら

幅
広
い
年
代
に
愛
さ
れ
て
い
る
人
気
メ

ニ
ュ
ー
。
邦
夫
さ
ん
が
修
行
し
て
い
た

東
京
の
中
華
料
理
店
の
酢
豚
を
村
山
市

民
の
口
に
合
う
よ
う
改
良
し
誕
生
し
ま

し
た
。
開
業
当
時
、
通
年
で
手
に
入
る

野
菜
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
材
料
は

ピ
ー
マ
ン
と
玉
ね
ぎ
の
み
。
し
か
し
、

そ
の
シ
ン
プ
ル
な
具
材
が
豚
肉
と
合

い
、
約
50
年
た
っ
た
今
も
変
わ
ら
な
い

味
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ロ
ゴ
ロ

入
っ
た
豚
肉
に
は
し
ょ
う
油
の
下
味
が

し
っ
か
り
つ
い
て
お
り
、
甘
酢
の
あ
ん

に
か
ら
ま
る
と
ご
飯
に
も
ビ
ー
ル
に
も

ぴ
っ
た
り
合
う
味
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
四
辻
飯
店
の
味
を
引
き
継
ぎ

調
理
を
担
当
し
て
い
る
邦
義
さ
ん
は
、

も
と
も
と
東
京
築
地
で
す
し
職
人
を
し

て
い
ま
し
た
。
左
代
子
さ
ん
の
手
術
を

き
っ
か
け
に
実
家
に
戻
る
決
心
を
し
ま

し
た
が
、
初
め
は
親
は
親
、
自
分
は
自

分
と
か
た
く
な
に
思
っ
て
い
た
時
期
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
「
変
わ
っ
た
の
は

自
分
が
親
に
な
っ
て
か
ら
。
昔
の
味
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
時
代
に
合
わ
せ
た

自
分
な
り
の
味
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
た
」
と
邦
義
さ
ん
は

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
邦
義
さ
ん
は
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で

仲
間
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で

き
、
帰
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら

思
え
る
そ
う
で
す
。
人
と
人
と
の
付
き

合
い
を
大
切
に
し
、
親
子
代
々
親
し
ん

で
も
ら
え
る
店
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
取
材
中
も
地
域
の
方
か
ら
採
れ
た
て

野
菜
の
差
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
差

し
入
れ
野
菜
も
随
時
料
理
に
登
場
す
る

そ
う
で
す
。
地
域
に
長
年
愛
さ
れ
て
い

る
中
華
料
理
店
の
「
酢
豚
」
。
わ
だ
い

の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。
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お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

消
防
署　

☎
（55）
２
５
１
４

平
成
28
年
新
年
祝
賀
会

　

新
し
い
一
年
の
始
ま
り
を
一
緒
に
お

祝
い
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
希
望
の
方

は
、
会
費
を
添
え
て
総
務
課
ま
た
は
各

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は
着
物
を
着
て

き
た
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

1
月
4
日
（月）　

午
後
3
時
〜

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

会
費　

１
、
０
０
０
円

申
込
期
限　

12
月
18
日
（金）

■
問
合
せ
／
総
務
課　
　
　

☎
内
線
211

平
成
28
年
成
人
式

　

お
祝
い
セ
レ
モ
ニ
ー
や
楯
岡
出
身
の

歌
手
a-

sa
（
ア
ー
サ
）
の
音
楽
ラ
イ
ブ

な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
家
族
や
一

般
市
民
の
参
加
も
大
歓
迎
。
新
成
人
を

市
民
み
ん
な
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

期
日　

1
月
10
日
（日）

時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
0
時
30
分

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
の
新
成
人　

平
成
7
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

で
、
市
内
在
住
も
し
く
は
村
山
市
出
身

合
、
過
去
1
年
間
に
使
用
し
た
水
量
を

も
と
に
料
金
を
推
定
し
、
請
求
し
ま

す
。
そ
の
後
、
雪
が
解
け
、
検
針
が
で

き
た
時
点
で
精
算
し
ま
す
。

　

ま
た
、
凍
結
や
降
雪
な
ど
が
原
因
の

漏
水
は
、
漏
水
し
た
分
の
料
金
も
使
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
、
長
時
間
使
わ
な
い
場
合
は

水
抜
き
、
雪
囲
い
な
ど
を
お
こ
な
い
、

し
っ
か
り
と
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
水
道
課　
　
　

☎
内
線
183

灯
油
漏
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

灯
油
漏
れ
は
、
火
災
事
故
の
お
そ
れ

や
河
川
環
境
の
汚
染
、
油
臭
被
害
な
ど
に

つ
な
が
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
給
油
後
は
元
栓
を
再
確
認

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
の
点
検
実
施

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
へ
の
落
雪
対
策

・
定
期
的
に
タ
ン
ク
の
残
量
を
確
認

■
油
流
出
事
故
が
あ
っ
た
場
合
は

・
す
ぐ
に
栓
を
閉
め
、
古
布
や
新
聞
紙

で
吸
い
取
る

・
水
で
洗
い
流
さ
ず
、
た
だ
ち
に
市
民

環
境
課
ま
た
は
消
防
署
に
連
絡

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線
116

固
定
資
産
家
屋
の
異
動
届

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現

在
の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

家
屋
の
異
動
を
把
握
す
る
た
め
、
次

に
該
当
す
る
方
は
、
異
動
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
届
出
の
用
紙
は
市
税
務

課
に
あ
り
ま
す
。

■
建
物
を
解
体
し
た
場
合

　

12
月
31
日
ま
で
に
建
物
を
解
体
し
た

場
合
は
、
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
滅
失
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
平
成
28
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
建
物
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合

　

平
成
28
年
1
月
1
日
ま
で
に
建
物
を

新
築
、
増
築
し
た
場
合
、
平
成
28
年
度

か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
で
ま
だ
建
物
の
調
査
を

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
「
家
屋
新
・

増
築
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
税
務
課　
　
　

☎
内
線
124

冬
期
間
の
水
道
料
金
と

水
道
管
の
管
理

　

積
雪
な
ど
に
よ
り
検
針
が
困
難
な
場

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

冬
季
は
降
雪
や
凍
結
な
ど
に
よ
り
道

路
状
況
が
悪
化
し
、
危
険
性
が
増
す
時

期
で
す
。
特
に
12
月
は
交
通
事
故
の
発

生
が
最
も
多
い
月
で
す
。
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

■
運
動
期
間　

12
月
1
日
（火）
〜
10
日
（木）

■
運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
撲
滅

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
5
分
早
め
の
行
動
で
冬
道
の
事
故
防
止

・
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
点
灯
の
励
行

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線
114

冬
の

平
成

冬水
道

固
定

平
成

灯
油

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

広
告

で
就
職
進
学
な
ど
の
た
め
市
外
に
居
住

し
て
い
る
方

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
332

第
10
回
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

書
の
色
紙
展

　
来
年
の
干
支
の
文
字
や
禅
語
、
格
言

な
ど
の
作
品
約
30
点
を
出
品
し
ま
す
。

売
上
げ
は
全
額
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

「
福
祉
基
金
」
に
寄
付
し
ま
す
。

期
間
　
12
月
8
日
（火）
午
後
2
時
〜
15
日

（火）
正
午

会
場
　
市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル

作
品
揮
ご
う
　
齋
藤
湖
舟
氏

■
問
合
せ
／
福
祉
課
　
　
　
☎
内
線
141

市
民
行
政
相
談

　
行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時
　
12
月
10
日
（木）
午
後
1
時
〜
3
時

会
場
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課
　
☎
内
線
112

な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
解
雇
、
賃
金
カ
ッ
ト
、
未
払
い
賃

金
、
休
暇
、
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク

ハ
ラ
な
ど
、
労
働
に
関
す
る
相
談
に
電

話
で
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

期
日
　
12
月
10
日
（木）
、
11
日
（金）

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
7
時

相
談
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
☎
０
１
２
０（
１
５
４
）０
５
２

■
問
合
せ
／
連
合
山
形

　
　
☎
０
２
３（
６
２
５
）０
５
５
５

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
借
金
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず
は
お
電

話
を
。
相
談
は
秘
密
厳
守
、
無
料
。

相
談
電
話
　

　
　
☎
０
２
３（
６
４
１
）５
２
０
１

受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
4
時
30
分

■
問
合
せ
／
山
形
財
務
事
務
所

　
　
☎
０
２
３（
６
４
１
）５
１
７
８

が
ん
患
者
相
談
室

　
が
ん
に
関
す
る
治
療
や
痛
み
、
医
療

費
な
ど
に
つ
い
て
、
専
任
相
談
員
の
看

護
師
が
対
応
し
ま
す
。
相
談
無
料
。

日
時
　
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
5
時

会
場
　
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　

（
山
形
市
）

相
談
電
話
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
３（
６
２
８
）５
１
５
９

■
問
合
せ
／
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

☎
０
２
３（
６
２
８
）５
０
２
２

北
村
山
公
立
病
院
職
員
採
用
試
験

　
受
験
申
込
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

助
産
師
＝
若
干
名
、看
護
師
＝
5
名
程
度

受
付
期
間
　
12
月
1
日
（火）
〜
平
成
28
年

1
月
15
日
（金）
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

お
よ
び
12
月
29
日
か
ら
平
成
28
年
1
月

3
日
を
除
く
）

受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

試
験
日
時

平
成
28
年
1
月
23
日
（土）
　
午
前
9
時
〜

試
験
種
目
　
作
文
試
験
・
面
接
試
験

受
験
資
格
　
有
資
格
者
ま
た
は
平
成
28
年

6
月
30
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方

■
問
合
せ
／
北
村
山
公
立
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（42）
２
１
１
１

伝
承
館
で
年
越
し
そ
ば
打
ち

　
年
越
し
そ
ば
を
手
打
ち
す
る
方
の
た

め
に
伝
承
館
を
開
放
し
ま
す
。
材
料

（
そ
ば
粉
、
つ
な
ぎ
、
打
ち
粉
）
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
材
料
の
あ
っ
せ
ん

は
有
料
（
８
０
０
円
）
で
す
。

日
時
　
12
月
31
日
（木）
　
①
午
前
9
時
〜

困
り
ご
と
・
相
談

第書
の

が
ん

借
金

試
験
・
募
集

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

北
村

伝
承

市
民

な
ん
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お
知
ら
せ

10
時
30
分
、
②
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

使
用
料　

1
テ
ー
ブ
ル
３
０
０
円
／
時

定
員　

各
回
先
着
20
名

申
込
期
限　

12
月
20
日
（日）

■
問
合
せ
／
農
村
文
化
保
存
伝
承
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
３
２
７
７

第
81
回
村
山
市
長
杯
争
奪

新
春
市
民
囲
碁
大
会

　

申
し
込
み
は
当
日
午
前
9
時
30
分
よ

り
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　
平
成
28
年
1
月
10
日
（日）
午
前
10
時
〜

会
場　

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

会
費　

１
、
５
０
０
円
（
昼
食
付
）

■
問
合
せ
／
村
山
囲
碁
愛
好
会（
井
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（55）
３
４
４
６

道
の
駅
む
ら
や
ま
の
休
館
日

　

施
設
機
械
設
備
点
検
お
よ
び
清
掃
な

ど
の
た
め
、
休
館
と
な
り
ま
す
。

期
間　

12
月
8
日
（火）
〜
10
日
（木）

■
問
合
せ
／
道
の
駅
む
ら
や
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（55）
７
１
０
０

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
無
料
送
迎
バ
ス

　

帰
り
の
バ
ス
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
を

午
後
3
時
に
出
発
し
ま
す
。

■
戸
沢
・
岩
野
方
面

運
行
日　

12
月
9
日
（水）
、
平
成
28
年
3

月
2
日
（水）

停
留
所
・
時
間　

宮
下
・
平
和
の
森　
　

午
前
8
時
50
分

宮
下
公
民
館　
　
　
　

午
前
8
時
52
分

中
里
工
業　
　
　
　
　

午
前
8
時
54
分

土
海
在
家
公
民
館　
　

午
前
8
時
56
分

岩
野
会
館　
　
　
　
　

午
前
9
時
4
分

■
大
高
根
方
面

運
行
日　

12
月
16
日
（水）
、
平
成
28
年
3

月
9
日
（水）

停
留
所
・
時
間　

深
沢
・
笹
原
オ
テ
ウ
さ
ん
宅　
午
前
8
時
50
分

山
の
内
・
井
上
商
店　

午
前
8
時
58
分

Ｊ
Ａ
大
高
根
事
務
所　

午
前
9
時
3
分

ハ
ッ
ピ
ー
美
容
室　
　

午
前
9
時
5
分

小
滝
公
民
館　
　
　
　

午
前
9
時
8
分

※
1
月
、
2
月
は
休
み
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（56）
３
３
５
１

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

拉
致
問
題
や
そ
の
ほ
か
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、
関
心

と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
村
山
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（52）
０
１
１
０

村
山
地
域
木
質
ペ
レ
ッ
ト
利
用

促
進
セ
ミ
ナ
ー

　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
特
徴
、
利
用
の
意

義
な
ど
が
わ
か
る
講
演
会
と
、
村
山
総

合
支
庁
北
庁
舎
に
設
置
し
た
ペ
レ
ッ
ト

ボ
イ
ラ
ー
設
備
見
学
を
お
こ
な
い
ま

す
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

興
味
の
あ
る
方
、
北
庁
舎
近
隣
の
方
は

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

12
月
9
日
（水）

時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場　

村
山
総
合
支
庁
北
庁
舎
講
堂

演
題　

灯
油
に
か
わ
る
木
質
燃
料
ペ

レ
ッ
ト
利
用
の
魅
力
を
探
る

講
師　

沢
辺　

攻
氏
（
岩
手
大
学
名
誉

教
授　

農
学
博
士
）

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
環
境
課

　
　

☎
０
２
３（
６
２
１
）８
４
２
５

大
腸
Ｃ
Ｔ
ド
ッ
ク

　

河
北
病
院
で
は
、
県
内
唯
一
の
大
腸

Ｃ
Ｔ
ド
ッ
ク
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ

の
検
査
は
、
内
視
鏡
を
挿
入
せ
ず
に
大

腸
の
内
部
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
、

痛
み
や
苦
し
み
、
恥
ず
か
し
さ
の
少
な

い
検
査
方
法
で
す
。
所
要
時
間
は
10
分

程
度
で
す
の
で
、
大
腸
疾
患
の
早
期
発

見
の
た
め
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

検
査
日
時　

毎
週
水
曜
日
午
前
9
時
〜

料
金　

３
３
、
１
４
０
円
（
税
込
）

予
約
期
限　

検
査
日
の
３
週
間
前
ま
で

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分

■
問
合
せ
／
県
立
河
北
病
院　

　
　
　
　
　

☎
０
２
３
７

（73）
３
１
３
１

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

12
月
の
訓
練
予
定

Ｆ
Ｔ
Ｃ
練
成
訓
練
＝
1
日
（火）
、
2
日

（水）
、
冬
季
練
成
訓
練
＝
13
日
（日）
〜
15
日

（火）
、
離
着
陸
訓
練
＝
1
日
（火）
〜
25
日
（金）

の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地☎

（48）
１
１
５
１

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う

■
村
山
市
へ

・
み
ち
の
く
村
山
農
業
協
同
組
合

（
高
谷
尚
市
代
表
理
事
組
合
長
）
か
ら

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
６
基　

村促
進

北
朝

大
腸

自12
月

道
の

ク
ア

第新
春
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お
知
ら
せ

１度

広
告

広
告

MURAYAMA HotNews

　村山市内において、11月に医療費の還付金詐欺が発生しました。手口
は、還付金が発生したと携帯電話で指示をして、現金自動預け払い機（Ａ
ＴＭ）に誘導して送金させるものです。
　以下の3つがそろえば、還付金詐欺を疑ってください。
　①還付金　②ＡＴＭ　③携帯電話での誘導
　警戒が厳しい金融機関のＡＴＭではなく、スーパーやコンビニエンスス
トア、無人ＡＴＭに誘導するケースが増えています。
　医療費の還付は文書でお知らせしており、電話でのお知らせやＡＴＭへ
の誘導をすることはありません。少しでも不審に感じた電話がありました
ら、送金などをせずに市役所へご相談ください。
■問合せ／保健課 ☎内線133
　　　　　消費生活相談窓口  ☎(55)2123

還付金詐欺にご注意ください

　袖崎地域と大高根地域に平成29年度から開所する保育施設（民設民営）
の設置運営事業者をそれぞれ募集します。
　0歳から5歳児保育、土曜日の通常開所、一時預かりの実施などを想定
しています。
　詳しい募集内容は、お問い合わせください。
募集期間　12月15日(火)まで
審査　プロポーザル方式
■問合せ／子育て支援課  ☎内線163

袖崎・大高根の保育所設置運営事業者募集

■建物の管理責任が問われます
　これからの季節は屋根への積雪により、建物の倒壊・破損や落雪などが
懸念されます。これらの原因などにより、近隣の家屋や通行人などに被害
をおよぼした場合、その建物の所有者・占有者は損害賠償など管理責任を
問われることになります。
■空き家の固定資産税が増額になる場合があります
　今年５月に「空家等対策の推進に関する特別措置法」が全面施行されま
した。固定資産税は毎年1月1日を基準日として所有している土地・家屋
に課税されます。管理不全が原因で周囲に著しい影響を及ぼしている「特
定空家」と判断されると、土地の固定資産税について住宅用地特例の対象
から除外され、固定資産税が高くなる場合があります。

　近年、市内でも「空き家」が増加し、さまざまな問題が発生していま
す。本格的な冬が始まる前に空き家の適正管理をお願いします。
■問合せ／政策推進課  ☎内線274

空き家の適正管理のお願い
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工藤道汪『ある刻  私の風景’01』

カンヴァス750×630

　
工
藤
道
汪
氏
は
昭
和
十
年
生
ま
れ
。
父
が
貿
易

商
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ

ワ
島
ス
ラ
バ
ヤ
で
生
ま
れ
る
。
十
六
年
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
引
き
揚
げ
、
村
山
市
楯
岡
に
居
住
し

た
。
楯
岡
中
学
校
で
は
柏
倉
清
助
、
楯
岡
高
等
学

校
で
は
名
誉
市
民
の
安
孫
子
昭
に
美
術
を
教
わ

る
。
高
校
卒
業
後
は
、
山
形
大
学
教
育
学
部
美
術

科
に
入
学
し
、
真
下
慶
治
、
染
谷
英
五
に
教
わ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
工
藤
氏
は
、
画
壇
で
名
声
を
上

げ
て
き
た
村
山
市
に
縁
が
あ
る
多
く
の
画
家
た
ち

に
学
ん
で
き
た
。

　
大
学
卒
業
後
は
、
県
内
の
中
学
校
や
高
等
学
校

の
教
師
と
し
て
美
術
を
指
導
。
在
職
中
、
昭
和

四
十
五
年
か
ら
県
美
展
や
北
展
に
出
品
を
始
め
、

五
十
一
年
に
は
、
村
山
市
民
会
館
開
館
十
周
年
記

念
と
し
て
工
藤
道
汪
展
を
、
五
十
九
年
に
は
一
水

会
展
へ
の
出
品
を
始
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
ロ

美
術
館
で
「
北
展
サ
ン
パ
ウ
ロ
展
」
を
開
催
。
そ

の
後
も
、
中
国
上
海
美
術
館
で
「
北
展
上
海
展
」

を
開
催
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
展
や
一
水
会
展
な
ど
で
数
多
く
の
賞
を

受
賞
し
、
平
成
十
七
年
、
県
美
術
連
盟
運
営
委
員

長
に
就
任
。
県
美
展
や
こ
ど
も
県
展
の
実
施
に
精

力
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
故
郷
へ
の
熱
い
思
い
が

う
か
が
え
る
。
平
成
二
十
二
年
に
は
、
齋
藤
茂
吉

文
化
賞
、
県
教
育
功
労
者
表
彰
、
日
展
特
選
を
立

て
続
け
に
受
賞
す
る
偉
業
も
成
し
遂
げ
て
い
る
。

村山市が誇る、芸術家たち。

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
村山市の人口（11月1日現在)：25,565人 男：12,361人 女：13,204人　世帯数：8,247戸

村山市所蔵

〈1935年～〉
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